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 Two Themes of “Ogin”
- “Neighborly Love” and “Salvation”
 Hedemi TAKEDA
　　In one of his Christianity Series, Ogin, Ryunosuke Akutagawa 
presents two themes that the renunciation of Christianity by Ogin and 
her adoptive parents are acts of their “neighborly love” as Christians and 
that the God surely accepts such deeds and forgive them in “the God’s 
love”. Ogin is a work that should deserve acclaim for the author’s 
accurate understanding of “salvation” and “neighborly love” through the 


































































































































































　（「ルカによる福音書」第 6 章第 27 節）
とあるように，敵までも愛することが，「神を愛すること」に通じるとい
う重要な教えを説いている．したがって，身近な人間への愛を捨てて，神
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への愛に生きるということはあり得ないであろう．現実の身近に存在する
肉親や家族をはじめとする人間への情愛を持つことのできる人間が，神を
愛することができる．
　外見的には，「棄教」の烙印を押されることになったおぎん，おすみ，
孫七であるが，実は，キリスト教への信仰が失われたわけではなく，キリ
スト教の本質であり，最も大切な他者への愛や憐れみの情を抱いていた三
人の人生を，神が罰し，そのままで終わらせることは到底考えられないの
である．
　第二に，キリスト教の「神」は「全知全能の神」と言われ，そうである
ならば，自身の死後の救いだけでなく，実父母の救い，他者の救いを考え
ずにはいられなかったおぎん達を救わないはずはないであろう．
　「神の全能」という力は，神の存在証明として知られるアンセルムスの「本
体論的証明」を考えるとき，その可能性はより明らかになると考えられる．
　哲学で，神の存在を証明する証明方法の一つ．神の概念から演繹して
その存在を証明するもの．すなわち，神は絶対・完全・無限である，我々
の知性で考えた完全よりは，存在する完全なもののほうがより完全であ
る，それゆえ完全なものが存在しなければならない，従って神は存在す
る，という論法．アンセルムスによって初めて試みられ，古来もっとも
重んじられている証明法．存在論的証明．　
（『日本国語大辞典』）（注 4）
　この説明にある通り，「神は絶対・完全・無限である」が，もし「存在」
しなければ，この「三要件」に反するので，神は存在する，という証明で
ある．同様の考え方から，神の「全能」も証明されることは，明らかであ
る．
　このような哲学的な考察からしても，本作において，神は「全能」であ
るがゆえに，おぎんや養父母，さらに，キリスト教を知らずに，「いんへ
るの」に堕ちているであろう実の父母までも，神は，必ず救い給うに違い
ないという解釈が成り立つのである．
　作品末尾において，三人の棄教を「奉教人の受難の中でも，最も恥ずべ
き躓き」と捉えた人々と，彼らの棄教を「成功」と喜ぶ悪魔に対する「懐
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疑」を表明することによって，作者芥川は，三人の「棄教」は決して「恥
ずべき躓き」でも，悪魔の「成功」でもなく，彼らの「他者への愛」すな
わち「隣人愛」に基づく行為であったこと，そして，そのような彼らの行
為をキリスト教の神は認め赦すに違いない，ということをテーマとして，
読者に提起していると考えられる．
　したがって，『おぎん』という作品を通して，作者芥川龍之介の表したテー
マは，おぎん達の生き方に見られる「隣人愛」と，彼らに与えられるはず
の「神の愛と救い」であることが考えられる．
＊
　なお，作者芥川龍之介には，『杜子春』という作品がある．これも，また，
父母への愛と自我の願望との究極の選択がテーマとなっている．
　すなわち，仙人になりたい一心で，仙人鉄冠子に弟子入りした杜子春は，
峨眉山で師の仙人に「声を出すな」と命じられ，虎，蛇，天変，魔性に脅
され，神将に戟
ほこ
で突き殺され，地獄の底に堕ちてしまう．そして，閻魔大
王の下で地獄の呵責として，畜生の馬となった両親が鬼どもに打ちのめさ
れているのを目にするものの，馬となった母親に「……私たちはどうなっ
ても，お前さえ仕合せになれるのなら，……黙って御出で．」と語り掛け
られる．杜子春は，両手で半死の母の馬の首を抱くと，たまらず「お母さ
ん．」と叫んでしまう．仙人は，「もしお前が黙っていたら，おれは即座に
お前の命を絶ってしまおうと思っていたのだ．――」と告げるのであった
（注 5）．
　この『杜子春』では母親の子どもへの愛，『おぎん』では実の父母への
愛であり，また，日本人の倫理道徳観に基づく「孝」の精神でもあるが，
両者は，自己を犠牲にすることも厭わない真の「愛」の心が描かれている
点で共通しており，作者芥川によって見事に作品のテーマとストーリーと
して，この二作品に結晶していることを，附記しておきたい．
　また，『おぎん』の作中の末尾に，「悪魔はその時大歓喜のあまり，大き
な書物に化けながら，夜中刑場に飛んでいたと云う．」とあるが，作者芥
川は，なぜ，この「大きな書物」に化ける悪魔を設定したのであろうか．
　この「大きな書物」というのは，『聖書』であろう．
　作者は，おぎんの「みんな悪魔にさらわれましょう」という，一見キリ
スト教の教えを棄ててしまう結末を設定しているものの，実際は，愛する
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実の父母を見捨てず，父母への愛のために棄教したのであり，それは，キ
リスト教の愛の教えに矛盾することではないと考えている．したがって，
おぎんの棄教の真の意味に気づかず，単純に教えを棄てたと誤解して喜ぶ
悪魔を，作者芥川は，揶揄的に描いたと考えられる．『聖書』に化けて，
自己の存在をカモフラージュして大喜びしている悪魔の，自己の誤解と敗
北に気づかず，「夜中刑場に飛んで」いることの愚かさ，滑稽さを際立た
せる，作者の巧みな設定であろう．この「大きな書物」が『聖書』以外に
は考えられないことは，文末の一行の「これもそう無性に喜ぶ程，悪魔の
成功だったかどうか，作者は甚だ懐疑的である．」からも，明白である．
5　おわりに
　以上のように，『おぎん』には，本作品執筆当時の芥川が『聖書』やキ
リスト教に関する外国の諸文献にいたるまで読みを広め，理解していたキ
リスト教の「隣人愛」の教えと，その愛に生きた存在に与えられる「神の
救い」が描かれているが，もう一つのテーマとして，「キリスト教を知らず，
キリスト教以外の他の宗教を信じている者たちは救われない，地獄に落ち
る，とする当時の外国人宣教師たちの見解への疑問」が表されていると考
えられる．
　作中に，次のような，仏教と釈迦に対する極めて否定的な記述がある．
　彼等の信じたのは仏教である．禅か，法華か，それとも又浄土か，何
にもせよ釈迦の教である．或仏蘭西のジェスウイットによれば，天性奸
智に富んだ釈迦は，支那各地を遊歴しながら，阿弥陀と称する仏の道を
説いた．その後また日本の国へも，やはり同じ道を教に来た．釈迦の説
いた教によれば，我々人間の霊魂は，その罪の軽重深浅に従い，あるい
は小鳥となり，あるいは牛となり，あるいはまた樹木となるそうである．
のみならず釈迦は生まれる時，彼の母を殺したと云う．釈迦の教の荒誕
なのは勿論，釈迦の大悪もまた明白である．（ジァン・クラッセ）しか
しおぎんの母親は，前にもちょいと書いた通り，そう云う真実を知るは
ずはない．彼等は息を引きとった後も，釈迦の教を信じている．寂しい
墓原の松のかげに，末は「いんへるの」に堕ちるのも知らず，はかない
極楽を夢見ている．
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　ジァン・クラッセの『日本教会史』にも見られるように，当時の外国人
宣教師たちが，キリスト教のみを絶対の救いの宗教と捉え，誤った他宗教
を信じる者たちは救われないとすることは，本来キリスト教の神が愛の存
在であり，「全知全能の神」であることから考えると矛盾するのではない
だろうか．日本の「神・仏・儒」（「神道・仏教・儒教」）を中心とする精
神風土に生きる日本人に対しても，キリスト教の神は，愛と救いを与える
存在であると，芥川は考えていたのではないだろうか（注 6）．
　また，『おぎん』は，一見，キリスト教を捨て，日本人の伝統的な「孝」
の精神を生きた主人公と受け取られかねない（注 7）．しかし，実は，『奉教
人の死』や『きりしとほろ上人伝』のような，一途に信仰を求め，自己犠
牲をも厭わず，他者を救う献身愛を生きた奉教人や聖人を描いた優れた切
支丹物とともに，キリスト教禁教下の日本という時代状況，日本人の精神
風土の中で，西洋のキリスト教の「棄教」という誤認を怖れずに，ドラマ
チックにキリスト教の愛を生きた存在と神の救いを描いている点で，高く
評価される作品であると考えられる．
注
（1）『おぎん』の作品引用は，『芥川龍之介全集』第九巻（一九九六年七月　岩波書店）
に拠る．ただし，仮名遣いは現代仮名遣いとし，振り仮名，語句に付された傍線は
省略した．
（2）おぎんの人物造型には，「聖母マリア」の存在が重ね合わせられていることも，作
者芥川の周到な設定の一つと考えられる．おぎんの洗礼名をあえて「マリア」とし，
「深く御柔軟，深く御哀憐，勝れて甘くまします」「さんた・まりあ様」に対して，「憐
みのおん母，おん身におん礼をなし奉る．流人となれるえわの子供，おん身に叫び
をなし奉る．あはれこの涙の谷に，柔軟のおん眼をめぐらせ給へ．あんめい．」と
祈るおぎんを，芥川は描いている．カトリックにおいて，聖母マリアは限りない憐
みの心を持ち，不完全で原罪を持つ人間存在が救いを求める祈りを聞き入れ，イエ
スや神に取り次ぐ存在として，祈りの対象となっている．この存在を踏まえ，芥川
はおぎんの祈りを設定していることが考えられる．
　　　仏教徒の実の父母を見捨てることのできないおぎんの愛の心は，聖母マリアの慈
悲の深さ，愛の心に倣うものとしても描かれている．
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（3）引用は，全て，『聖書』新共同訳（一九八七年　日本聖書協会）に拠る．
（4）第二版 第十二巻　二〇〇三年三月　小学館
（5）『杜子春』の作品引用は，『芥川龍之介全集』第六巻 （一九九六年四月　岩波書店）
に拠る．仮名遣いと振り仮名については，注（1）と同じ．
（6）キリスト教を知らず，他の宗教を信じる者の救いについて言及している論としては，
佐藤泰正「『奉教人の死』と『おぎん』―芥川切支丹物に関する一考察」（梅光女学
院大学『国文研究』5，昭和四十四年十一月），福井靖子「芥川龍之介『おぎん』を
めぐって」（『白百合女子大学研究紀要』昭和五十五年十二月）がある．
（7）おぎんが，キリスト教信仰よりも，肉親愛や日本人の伝統的な「孝」を選んだとす
る論としては，例えば，片岡良一『芥川龍之介』（一九五二年五月　福村書店）や，
三好行雄「『南京の基督』に潜むもの」（『国語と国文学』一九七一年一月）などが
ある．
